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令
和
元
年
度
は
、
本
町
の
行
政
推
進
の

指
針
と
な
る
長
期
振
興
計
画
の
第
５
次
計

画
（
後
期
基
本
計
画
）
が
ス
タ
ー
ト
し
て

４
年
目
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
地
方

創
生
法
に
基
づ
く
「
中
種
子
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、
本
年

度
ま
で
の
５
カ
年
に
お
い
て
集
中
し
て
取

り
組
む
べ
き
戦
略
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

■
農
林
水
産
業
に
つ
い
て

　

基
幹
作
物
の
さ
と
う
き
び
に
つ
い
て

は
、
不
作
が
続
く
中
、
作
付
け
面
積
の
拡

大
推
進
と
単
収
向
上
へ
向
け
た
取
り
組
み

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
単

独
・
県
営
事
業
な
ど
に
よ
り
キ
ビ
作
の
振

興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

澱
粉
原
料
用
さ
つ
ま
い
も
は
、
澱
粉
工

場
の
稼
働
率
低
下
の
解
消
へ
向
け
て
、
さ

と
う
き
び
と
の
輪
作
体
系
の
推
進
と
バ
イ

オ
苗
供
給
に
よ
る
優
良
種
芋
の
確
保
、
早

期
植
え
付
け
を
促
す
た
め
の
育
苗
段
階
で

の
施
設
整
備
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

園
芸
作
目
と
の
輪
作
体
系
も
調
査
研
究
の

上
、
安
定
し
た
輪
作
体
系
の
構
築
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
子
牛

競
り
価
格
の
高
値
基
調
が
続
い
て
お
り
、

多
頭
飼
育
農
家
も
増
え
つ
つ
あ
る
中
、
家

畜
導
入
の
た
め
の
貸
付
事
業
と
、
畜
産
担

い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
の
推
進
を
行
う

と
と
も
に
、
家
畜
伝
染
病
予
防
の
た
め
の

周
知
・
啓
発
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
自
衛

防
疫
体
制
の
連
携
強
化
を
図
り
、
子
牛
の

損
耗
防
止
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

畜
産
排
泄
物
の
適
正
処
理
と
堆
肥
の
安
定

供
給
へ
向
け
た
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

　

さ
と
う
き
び
の
生
産
現
場
に
お
き
ま
し

て
は
、
作
付
け
が
な
さ
れ
な
い
農
地
も
増

え
つ
つ
あ
る
中
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
農
地
の
遊
休
化

防
止
、
生
産
効
率
の
向
上
に
向
け
た
農
業

振
興
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
農
家
の

コ
ス
ト
削
減
を
目
的
に
有
人
国
境
離
島
交

付
金
を
活
用
し
て
、
引
き
続
き
農
産
物
の

輸
送
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

森
林
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
材

の
利
用
拡
大
推
進
の
た
め
に
、
民
間
住
宅

分
野
へ
の
木
材
利
用
や
公
共
工
事
で
の
木

材
利
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
猟
友
会
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
電
気
柵
、
ネ
ッ
ト
、
金
網
な
ど
の
設

置
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
に
豊
富
に
存
在
す
る
特
用
林
産

物
の
ニ
ガ
ダ
ケ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
加
工
技
術
の
開
発
、
販
売
促
進

を
進
め
、
地
域
産
物
の
有
効
活
用
を
図
り

ま
す
。

　

水
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
海
水
温

の
変
化
や
、
資
源
の
減
少
、
漁
価
の
低
迷

な
ど
、
厳
し
い
環
境
は
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業
お

よ
び
種
子
島
周
辺
漁
業
対
策
事
業
を
活

用
し
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

漁
業
者
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
事
を
目

的
に
、
有
人
国
境
離
島
交
付
金
を
活
用
し

て
、
魚
介
類
の
海
上
輸
送
支
援
を
行
い
ま

す
。

■
商
工
業
に
つ
い
て

　

景
気
の
低
迷
も
あ
っ
て
消
費
活
動
も

停
滞
気
味
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
大
型
店

舗
な
ど
の
出
店
に
よ
る
消
費
者
の
流
出
に

よ
り
、
事
業
運
営
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
町
商
工

会
な
ど
の
会
員
事
業
者
へ
経
営
指
導
の
ほ

か
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
導
入
に
よ
り
地
元

店
舗
で
の
消
費
誘
導
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

地
元
特
産
品
の
開
発
お
よ
び
情
報
発
信
に

よ
り
販
路
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
登
用
や
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
開
発
・
活
用
な
ど
積
極
的
な
取

り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

観
光
・
交
流
事
業
は
、
観
光
・
交
流
人

口
の
拡
大
に
よ
る
産
業
振
興
を
長
期
振
興

計
画
お
よ
び
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
近
の
観
光
形
態
が
体
験
や
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
自
然
・
文
化
・
歴
史
な

ど
に
触
れ
、
学
ぶ
観
光
を
求
め
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
指
定
文
化
財
と
な
っ

て
い
る
古
市
家
住
宅
や
自
然
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
村
お
よ
び
阿
獄
川
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
を
活
用
し
た
観
光
、
さ
ら
に
農
林
漁
家

で
の
民
泊
、
総
合
運
動
公
園
で
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
や
趣
味
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
体
験
・
交
流
活
動
に
向
け
た
取
り
組

み
と
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
よ

る
島
の
魅
力
の
情
報
発
信
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
サ
ー
フ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し

て
全
国
規
模
の
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

情
報
発
信
を
国
内
外
に
向
け
行
い
、
サ
ー

フ
ィ
ン
愛
好
家
や
観
光
客
の
増
加
を
図
り

ま
す
。
２
０
２
０
年
開
催
予
定
の
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
各
国
選
手
の
誘
致
に

努
め
ま
す
。

■
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
全
で
安
心
し
て

住
み
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
「
と
も
に
支
え
合
う
共
生
・

協
働
の
福
祉
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
各
種
事
業
を
着

実
に
推
進
し
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
町
民
の
約
37
％
が
65
歳

以
上
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
福

祉
施
策
へ
の
ニ
ー
ズ
も
多
種
多
様
に
変
化

し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
適
切
な

給
付
を
保
持
し
、
健
全
な
介
護
保
険
事

業
運
営
を
維
持
し
ま
す
。
高
齢
者
の
安
全

町長のまちづくり方針（要約）

田渕川  寿広  町長



な
生
活
を
見
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
各
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、
連
携
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
不
要

の
元
気
な
高
齢
者
社
会
を
目
指
す
た
め
に

も
、
健
康
意
識
の
向
上
を
図
り
、
地
域
に

お
け
る
自
発
的
な
取
り
組
み
な
ど
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

次
世
代
育
成
社
会
の
実
現
の
た
め
「
共

に
つ
く
る
生
き
が
い
に
満
ち
た
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
は
、
経
年
劣
化
に

よ
り
窓
や
外
壁
、
屋
根
な
ど
大
規
模
改
修

を
行
い
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
た

め
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
新
た

に
包
括
的
支
援
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
、
在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進
、
認
知
症

総
合
支
援
、
地
域
ケ
ア
会
議
、
生
活
支
援

体
制
整
備
の
事
業
に
も
順
次
取
り
組
み
ま

す
。

　

医
療
・
保
健
関
係
で
は
、
各
種
健
診
事

業
に
取
り
組
み
健
康
寿
命
の
延
伸
に
よ
る

町
民
生
活
の
向
上
と
と
も
に
、
社
会
保
障

負
担
の
軽
減
促
進
に
つ
な
げ
て
参
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

医
療
・
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
身
近

な
地
域
で
包
括
的
に
確
保
で
き
る
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
も
、
被
保

険
者
の
健
康
意
識
の
向
上
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
高
齢
者
社
会
の
安
心
と
健
康
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

　

整
備
が
必
要
な
路
線
が
多
数
存
在
す

る
中
で
、
国
道
お
よ
び
県
道
整
備
に
つ
い

て
は
、
県
へ
の
要
望
を
強
く
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
町
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

要
望
な
ど
を
ふ
ま
え
幹
線
道
路
を
優
先

し
、
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

中
央
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、
公
園
長

寿
命
化
対
策
事
業
で
陸
上
競
技
場
ス
タ
ン

ド
改
修
工
事
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
観
覧
席
の

改
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
単
独
事
業
で
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
芝
張
り
替
え
な
ど
の
改
修

工
事
を
実
施
し
、
利
便
性
の
向
上
と
安
心

安
全
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
管
理
は
、
入
居
者
の
利
便
・

快
適
性
な
ど
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た

め
、
町
営
住
宅
の
改
修
工
事
（
伏
之
前
団

地
）、改
築
工
事
の
解
体
工
事（
横
町
団
地
）

を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
な
ど
の
維
持
確
保
対

策
と
し
て
は
、
交
付
金
を
積
極
的
に
活
用

し
た
事
業
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
国
境
離

島
の
地
域
社
会
維
持
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
や
定
住
促
進
対
策
は
、

集
落
活
動
の
育
成
・
支
援
と
し
て
、
活
動

に
要
す
る
財
源
と
、
活
動
を
実
践
す
る
人

材
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
自
ら

が
取
り
組
む
地
域
活
性
化
に
資
す
る
活
動

に
対
し
て
地
域
活
性
化
交
付
金
を
引
き
続

き
交
付
し
ま
す
。
集
落
に
対
し
て
は
、
組

織
活
動
の
維
持
を
含
む
事
業
も
対
象
と

し
、
校
区
そ
の
他
の
団
体
に
つ
い
て
は
、

新
規
事
業
お
よ
び
そ
の
継
続
と
な
る
事
業

を
交
付
金
の
対
象
と
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
に
つ
い
て

　

豊
か
な
心
、た
く
ま
し
く
生
き
る
能
力
、

自
ら
学
ぶ
意
欲
、
学
力
向
上
対
策
、
少
人

数
教
育
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
お
よ
び
未

然
防
止
対
策
、
土
曜
授
業
の
さ
ら
な
る
充

実
や
、
教
職
員
の
資
質
向
上
な
ど
、
起
こ

り
う
る
問
題
解
決
と
そ
の
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
施
設
・
設
備
の
改
修
や
更
新
、
教

職
員
住
宅
の
整
備
、
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
安
心
安
全
な

教
育
環
境
づ
く
り
や
施
設
の
保
全
管
理
に

努
め
ま
す
。
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

置
や
、
う
み
が
め
留
学
推
進
な
ど
引
き
続

き
支
援
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
分
野
で
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
、
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
生

涯
学
習
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の

多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の

生
涯
各
期
に
お
け
る
学
習
機
会
の
拡
充

と
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
活
動
の

推
進
に
務
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・

関
係
団
体
な
ど
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
各
施
策
を
展
開
し
社
会
教
育
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

■
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
料
な
ど
維

持
管
理
費
が
増
大
し
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
健
康
で
文
化
的
な

町
民
生
活
や
社
会
経
済
を
支
え
る
生
活
基

盤
と
し
て
、
安
心
・
安
全
な
水
を
安
定
供

給
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　

水
道
水
の
安
定
供
給
お
よ
び
有
収
率

向
上
に
よ
る
経
営
改
善
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
石
綿
管
の
更
新
を
行
い
、
耐
震
性

の
あ
る
水
道
管
を
使
用
し
た
安
定
的
な
水

道
水
の
供
給
を
図
り
ま
す
。

■
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
な
ど

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
、

町
民
の
交
通
事
故
防
止
と
交
通
マ
ナ
ー
・

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
防
災
対
策
で
は
、
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
を
図
り
な
が
ら
団
員
の
消
防
技
術

と
資
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
災

害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
や
、
避
難
所
指
定
の
見
直
し
な
ど

を
含
め
た
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
で
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
や
業
務
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
行

財
政
の
健
全
化
を
図
り
、
職
員
の
資
質
向

上
と
、
町
民
に
愛
さ
れ
時
代
に
即
し
た
人

材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　　－施政方針－



65 億 8224 万円
令和元年度一般会計予算

　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
本
年
度
が
町
長

や
議
会
議
員
選
挙
執
行
の
年

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
骨
格
予

算
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
６
月
議
会
で
町
長
の
政
策

予
算
な
ど
が
追
加
編
成
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
平
成
30
年
度
当
初

予
算
と
比
較
し
な
が
ら
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
全

体
の
約
39
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
く
町
税

は
、
７
億
３
千
万
円
を
見
込
み
、

全
体
の
約
11
％
に
な
り
ま
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
道
路
建
設

な
ど
の
財
源
に
充
て
る
ほ
か
、
水

槽
付
消
防
ポ
ン
プ
車
の
購
入
や
、

公
営
住
宅
・
公
園
施
設
・
保
健
セ

ン
タ
ー
の
改
修
に
関
す
る
費
用
お

よ
び
地
方
交
付
税
の
振
替
と
な
る

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
７
億
８
千

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
不
足
を
調
整
す
る

た
め
に
基
金
（
預
金
）
か
ら
繰
り

入
れ
る
額
は
、
７
億
７
千
万
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

入

歳

依存財源 金額 伸び率
地方譲与税 7,937 △ 2.0

地方交付税 258,000 △ 1.1

国庫支出金 46,245 4.7

県支出金 65,712 6.5

その他交付金 14,495 △ 3.0

町債 78,130 △ 4.5

自主財源 金額 伸び率
町税 72,937 △ 0.2

分担金および負担金 4,154 3.2

使用料および手数料 9,421 11.2

繰入金 77,289 5.1

その他収入 23,904 7.7

※単位は、金額＝万円、伸び率＝％

町民１人当たりの町税負担額

91,308円
町民税 31,968 円

固定資産税 46,436 円

軽自動車税 5,333 円

町たばこ税 7,571 円

町民１人当たりの歳出予算額

822,928円
民生費 178,771 円

衛生費 105,515 円

農林水産費 106,974 円

総務費 105,859 円

公債費 104,403 円

消防費 39,994 円

教育費 79,760 円

土木費 77,482 円

商工費 14,026 円

議会費 10,144 円

※令和元年５月末
　現在の人口は 7,988 人

歳入 歳入予算の状況
【単位 = 万円、( ) は構成比％を表す】

平成 30 年度
当初予算

653,000

令和元年度
現計予算

658,224
依存財源
470,519

(71.5)

依存財源
471,675

(72.2)

自主財源
187,705

(28.5)

自主財源
181,325

(27.8)



歳出
一般会計

◆総務費
公共施設管理経費 8,171 万円
電算機器等整備費 6,239 万円
地域定住支援経費 510 万円
◆民生費
社会福祉対策 4 億 9,289 万円
老人福祉対策 1 億 3,111 万円
児童福祉対策 5 億 491 万円
国保特会繰出金 1 億 464 万円
介護特会繰出金 1 億 9,640 万円
◆衛生費
中南衛生管理組合へ 5,467 万円
予防・健康増進経費 9,935 万円
合併処理浄化槽設置補助 1,201 万円
後期高齢者医療特会繰出金 6,705 万円
後期高齢者広域連合へ 1 億 3,084 万円
ごみ収集経費 3,000 万円
種子島広域事務組合へ 2 億　102 万円
種子島産婦人科医院へ 1,766 万円
公立種子島病院組合へ 5,676 万円
◆農林水産業費
農業公社等貸付金　 7,175 万円
園芸振興費 8,231 万円
さとうきび振興経費 1 億 2,382 万円
林業振興経費 2,103 万円
水産業振興経費 1,446 万円
農業基盤整備事業など 1 億 1,090 万円
地籍調査費 4,580 万円
◆商工費
よいらーいき祭り負担金 304 万円
種子島観光協会負担金 367 万円
サーフアイランド種子島負担金 300 万円
滞在型観光負担金 700 万円
◆土木費
町道の維持整備 2 億 6,890 万円
河川整備 5,408 万円
陸上競技場スタンド改修 6,583 万円
遊具施設改修 800 万円
◆消防費
防火水槽防水補修 130 万円
熊毛地区消防組合へ 2 億 5,880 万円
◆教育費
学校備品購入費 893 万円
スクールバス運行委託 5,000 万円
学校建築費 1,381 万円
こりーな音響施設改修 3,275 万円
文化財経費 1,570 万円

会計名 予算額 前年増減額
国民健康保険 122,185 1,730
介護保険 119,493 8,281
と畜場 323 △ 2
後期高齢者医療 14,779 185

水道事業会計
歳入 28,138 1,817
歳出 31,255 △ 480

　

性
質
別
経
費
で
分
類
す
る
と
、

扶
助
費
が
前
年
度
に
比
べ
４
千
万

円
増
加
し
て
お
り
、
人
件
費
・
公

債
費
・
扶
助
費
の
合
計
で
あ
る
義

務
的
経
費
が
28
億
１
千
万
円
で
、

全
体
の
43
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
町
道
の
改

修
・
維
持
整
備
、農
地
基
盤
の
整
備
、

公
営
住
宅
の
改
修
、
陸
上
競
技
場

の
ス
タ
ン
ド
改
修
や
種
子
島
こ
り

ー
な
の
施
設
改
修
に
関
す
る
費
用

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
し
尿
・

ご
み
処
理
を
行
う
中
南
衛
生
管
理

組
合
へ
の
負
担
金
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
や
国

民
保
険
・
介
護
保
険
な
ど
の
各
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

出

歳

歳出予算の目的別内訳【単位 = 万円、( ) は伸び率％を表す】

歳出予算の性質別内訳【単位 = 万円、( ) は伸び率％を表す】

特別会計等当初予算　　　　（単位：万円）

平成 30 年度
当初予算
653,000

令和元年度
現計予算
658,224

議会費 8,103( △ 8.2)

総務費
84,560
( △ 10.1)

民生費
142,802
( △ 0.7)

衛生費
84,285(13.7)

農林水産業費
85,451(4.1)

商工費
11,204( △ 25.5)

土木費
61,893(3.2)

消防費
31,947(41.3)

教育費
63,712( △ 6.3)

公債費
83,397
( △ 6.3)

予備費
870(15.2)

総務費
94,071

民生費
143,810

衛生費
74,120

農林水産業費
82,122

商工費
15,035

土木費
59,997

消防費
22,616

教育費
68,026 公債費

83,617

予備費
755

議会費 8,831

令和元年度
現計予算
658,224

  人件費
　　114,142
　　  ( △ 1.9)

扶助費
83,793(5.2)

公債費
83,397( △ 0.3)

普通建設事業費
99,144( △ 16.7)

物件費　　
85,913(9.2)

その他
191,835(9.2)

義務的経費
281,332

(0.6)

投資的
経費

　  その他
の経費

277,748
(9.2)

人件費
116,381

扶助費
79,685

公債費
83,617

普通建設事業費
118,999

物件費
78,646

その他
175,672

義務的経費
279,683

投資的
経費

その他
    の経費

254,318

平成 30 年度
当初予算
653,000
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まちの話題　　まちの話題　

　

７
月
７
日
の
七
夕
の
日
を
前

に
、
野
間
幼
稚
園
と
中
央
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
６
月

27
日
と
７
月
３
日
に
、
願
い
事

を
書
い
た
七
夕
飾
り
が
届
け
ら

れ
、
教
育
委
員
会
庁
舎
と
役
場

庁
舎
の
玄
関
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

笹
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
短

冊
を
見
る
と
、「
病
院
の
先
生
に

な
れ
ま
す
よ
う
に
」「
家
族
み

ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
ま
す
よ

う
に
」「
足
が
速
く
な
り
た
い
」

「
サ
ッ
カ
ー
が
上
手
く
な
れ
ま
す

よ
う
に
」「
お
友
達
が
た
く
さ
ん

で
き
ま
す
よ
う
に
」「
縄
跳
び
が

１
０
０
回
跳
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
う
に
」
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
願
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

毎
年
、
心
の
こ
も
っ
た
す
て

き
な
七
夕
飾
り
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
願
い
事
が
届
く
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

七夕飾りに願いを込めて　野間幼稚園・中央保育所の子どもたち来庁

　野間幼稚園

　中央保育所
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６
月
30
日
に
増
田
区
民
セ
ン

タ
ー
（
ベ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
）
に
お

い
て
、
第
４
回
も
の
の
ふ
祭
り

（
中
種
子
火
縄
銃
保
存
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連

れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
飲
食
や
ゲ
ー
ム
、

お
も
ち
ゃ
販
売
な
ど
の
出
店
が

数
多
く
あ
り
、
甲
冑
や
火
縄
銃

な
ど
の
展
示
、
段
ボ
ー
ル
甲
冑
の

試
着
体
験
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
も
の
の
ふ
の
気
分
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
美
川
け
ん

ち
ゃ
ん
の
た
ね
っ
こ
あ
っ
ぽ
う

キ
ッ
ズ
シ
ョ
ー
や
ア
イ
リ
ー
ダ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓
に

よ
る
エ
イ
サ
ー
演
舞
も
あ
り
、

開
場
を
笑
顔
一
杯
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

主
催
者
代
表
の
深
田
和
幸
さ

ん
（
向
井
町
）
は
、「
天
気
が
心

配
だ
っ
た
が
、
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
例

年
以
上
の
入
場
客
数
で
、
主
催

者
、
出
展
者
、
出
演
者
、
お
客

様
全
員
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

て
大
満
足
」
と
語
り
ま
し
た
。

大盛況 !! もののふの気分を満喫　第４回もののふ祭り

待ちに待った海開き　熊野海水浴場（自然レクリエーション村）
　

梅
雨
半
ば
の
７
月
１
日
、
熊

野
海
水
浴
場
の
海
開
き
が
あ
り

ま
し
た
。

　

同
日
午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ

た
安
全
祈
願
祭
に
は
、
消
防
熊
野

分
団
長
を
は
じ
め
、
行
政
関
係
者

や
海
水
浴
場
ス
タ
ッ
フ
、
中
央
保

育
所
の
職
員
と
子
ど
も
ら
が
出

席
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
（
９
月
１
日

ま
で
）
の
海
水
浴
場
と
自
然
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
利
用
者
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
が
終
了
す
る
と
、

準
備
万
端
整
っ
て
待
ち
わ
び
て

い
た
中
央
保
育
所
の
子
ど
も
た

ち
が
早
速
、
海
へ
向
か
っ
て
猛

ダ
ッ
シ
ュ
。
保
育
所
の
職
員
や

海
水
浴
場
の
ス
タ
ッ
フ
が
見
守

る
中
、「
大
き
い
波
が
来
た
！
」

と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
海
水
を
掛
け

合
っ
た
り
、
砂
遊
び
を
す
る
な

ど
、
今
年
初
め
て
の
海
水
浴
を

元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

※
熊
野
海
水
浴
場
お
よ
び
自
然

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
の
施
設

利
用
に
つ
い
て
は
、

㉗
８
７

８
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
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まちの話題　　まちの話題　

　

遠
い
外
洋
で
吹
い
た
風
が
海
面
を

乱
し
て
波
紋
と
な
り
ま
す
。
そ
の
波

紋
が
幾
重
に
も
重
な
り
、
ウ
ネ
リ
と

な
っ
て
旅
を
始
め
ま
す
。
波
は
そ
の

旅
の
終
わ
り
に
散
り
ゆ
く
最
期
の
姿
。

砕
け
散
る
直
前
に
姿
を
変
え
蝉
の
よ

う
に
音
を
響
か
せ
消
え
て
い
く
。サ
ー

フ
ィ
ン
は
そ
の
刻
々
と
変
わ
る
自
然

の
姿
と
戯
れ
ま
す
。

　

な
ん
だ
か
気
取
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
出
会
う
波
と
は
一
期
一
会
で
、

消
え
ゆ
く
波
に
上
手
く
板
を
重
ね
合

わ
せ
ら
れ
た
時
は
こ
の
上
な
い
気
分

に
な
り
ま
す
。
ご
存
知
だ
と
は
思
い

ま
す
が
種
子
島
に
は
島
外
か
ら
多
く

の
サ
ー
フ
ァ
ー
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た

島
の
環
境
の
素
晴
し
さ
か
ら
移
り
住

む
者
も
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で

す
が
地
元
の
人
か
ら
す
る
と
「
な
ん

で
わ
ざ
わ
ざ
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。で
す
が
種
子
島
は
サ
ー
フ
ァ
ー

に
と
っ
て
最
高
の
島
で
す
。
理
由
は

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
①
南
の
島
な

の
で
一
年
中
快
適
に
サ
ー
フ
ィ
ン
で

き
ま
す
。
②
周
囲
が
グ
ル
リ
と
海
に

囲
ま
れ
た
島
な
の
で
、
一
年
を
通
し

て
ど
こ
か
に
波
が
打
ち
寄
せ
ま
す
。

③
遠
い
南
の
海
で
発
生
し
た
台
風
、

ウ
ネ
リ
が
届
き
や
す
い
の
で
ビ
ッ
グ

ウ
ェ
ー
バ
ー
に
と
っ
て
待
ち
遠
し
い

シ
ー
ズ
ン
が
あ
り
ま
す
。
④
ま
た
外

せ
な
い
の
が
島
の
形
状
で
す
。
サ
ー

フ
ィ
ン
は
ウ
ネ
リ
だ
け
で
な
く
波
の

形
を
整
え
る
風
向
き
が
と
て
も
重
要

で
す
。
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
形
状
が
風

向
き
、
ウ
ネ
リ
の
向
き
に
合
わ
せ
て

ポ
イ
ン
ト
を
選
ぶ
事
が
出
来
ま
す
。

⑤
こ
れ
は
中
種
子
町
な
ら
で
は
で
す

が
東
西
南
北
の
海
へ
の
移
動
が
容
易

で
す
。
風
が
変
わ
っ
て
も
20
分
も
あ

れ
ば
太
平
洋
か
ら
東
シ
ナ
海
へ
移
動

出
来
ま
す
。
大
阪
に
居
た
頃
は
週
末

が
待
ち
遠
し
く
、
金
曜
日
の
未
明
に

フ
ラ
フ
ラ
に
な
り
な
が
ら
車
を
走
ら

せ
、
冬
に
は
頭
に
雪
を
積
も
ら
せ
な

が
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い
た
の
で
、

種
子
島
は
私
に
と
っ
て
天
国
に
一
番

近
い
島
で
す
。
美
し
い
自
然
や
星
空

は
ど
こ
の
地
方
に
も
あ
り
ま
す
が
、

豊
か
な
波
と
種
子
島
の
サ
ー
フ
ァ
ー

が
築
き
上
げ
た
オ
ー
プ
ン
な
環
境
は

世
界
に
誇
れ
る
資
源
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
サ
ー
フ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子

島
で
プ
ロ
の
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

■
サ
ー
フ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
プ
ロ

期
日　

９
月
19
日（
木
）～
22
日（
日
）

会
場　

種
子
島
竹
崎
海
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
（
観
戦
無
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
日
本

の
ト
ッ
プ
プ
ロ
が
出
場
枠
を
め
ぐ
っ

て
熱
い
バ
ト
ル
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

ご
興
味
が
あ
る
方
も
な
い
方
も
是

非
お
越
し
下
さ
い
！

地域おこし協力隊通信（№ 34）　サーフィン

豊かな心と学力の育成のために
野間小学校土曜参観

　

６
月
８
日
に
野
間
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
中
央
公
民
館
図
書

室
の
前
原
先
生
が
、
野
間
小
学
校

の
１
・
２
年
生
の
保
護
者
を
対
象

に
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
を
読
む
こ
と
、
ま
た
は
読
み

聞
か
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
講
演
し
、
活
動
を
支
援
し
て
い

る
お
話
パ
レ
ッ
ト
や
空
色
の
た
ね

の
活
動
内
容
の
紹
介
。
さ
ら
に
は

オ
ス
ス
メ
の
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
、
興
味
を
そ
そ
る
内
容
に
、
参

加
者
ら
は
我
が
子
を
思
い
浮
か
べ

微
笑
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま

し
た
。

姫野ナル選手　初優勝 !!
2019 千葉オープン TTC 大会

　

姫
野
ナ
ル
さ
ん
（
野
間
出
身
）

が
、
5
月
３
日
か
ら
開
催
の
藤
沢

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
２
０
１
９
で
ベ

ス
ト
4
、
翌
週
７
日
か
ら
開
催
の

千
葉
オ
ー
プ
ン
Ｔ
Ｔ
Ｃ
大
会
で
初

優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
「
帰
省
し
た
際
に
は
、
テ
ニ
ス

教
室
を
開
催
し
て
、
皆
さ
ん
と
ふ

れ
あ
い
、パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
て
、

吉
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
精
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

年
内
に
は
プ
ロ
転
向
予
定
（
種

子
島
初
）
と
の
こ
と
で
す
。
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　まちの話題　

父の日に牛
ち

乳
ち

を贈ろう
酪農団体が牛乳消費拡大でＰＲ

　

６
月
14
日
に
種
子
島
酪
農
女

性
部
が
、「
父
の
日
に
牛ち

乳ち

を
贈

ろ
う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
町
長

室
を
訪
問
し
、
副
町
長
へ
牛
乳

を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
元
で
生
産
し
た

安
心
安
全
な
牛
乳
が
、
健
康
に

欠
か
せ
な
い
食
品
で
あ
る
こ
と

と
、
消
費
拡
大
の
ア
ピ
ー
ル
の

一
環
と
し
て
父
の
日
（
６
月
16

日
）
を
前
に
、
父
と
乳
の
語
呂

合
わ
せ
で
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
期

待
し
、
関
係
者
み
ん
な
で
乾
杯

し
ま
し
た
。

親睦と交流を図る
特別支援教育振興会レクリエーション大会

　

６
月
21
日
に
種
子
島
中
央
体
育

館
に
お
い
て
、
特
別
支
援
教
育
振

興
会
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
特
別
支

援
学
級
の
あ
る
小
・
中
学
校
、
県

立
養
護
学
校
、
あ
か
つ
き
園
か
ら

２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
や
人
数
集
め
ゲ
ー
ム
、

じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
な
ど
、
友
達
と

協
力
し
な
が
ら
、
相
互
の
親
睦
と

交
流
を
図
り
、
最
後
に
「
友
達
た

く
さ
ん
で
き
た
人
」
の
問
い
か
け

に
、多
く
の
参
加
者
が
「
は
い
！
」

と
笑
顔
で
元
気
よ
く
返
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

社会を明るくする運動
種子島保護司会

不審車両侵入事案等対応訓練
種子島空港

　

6
月
18
日
に
種
子
島
空
港
に

お
い
て
、
各
関
係
機
関
の
職
員

に
よ
る
不
審
車
両
侵
入
事
案
等

対
応
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

制
限
区
域
（
エ
プ
ロ
ン
）
内

へ
人
や
車
両
が
不
法
侵
入
し
た

と
想
定
。
消
防
車
か
ら
の
放
水

や
警
察
車
両
で
の
追
い
込
み
、

警
官
に
お
い
て
制
圧
す
る
一
連

の
任
務
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

田
渕
川
寿
広
本
部
長
が
、「
身

の
安
全
を
第
一
に
、
空
港
利
用

客
、
乗
客
乗
員
の
安
全
を
守
れ

る
よ
う
今
後
も
訓
練
に
努
め
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

種
子
島
保
護
司
会
が
、
７
月

１
日
に
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、

第
69
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡

し
、
支
援
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。
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７
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、田
中
昌
隆
さ
ん
（
横
町
）

に
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
町
の
人
権
擁
護
委

員
は
、
光
紀
義
さ
ん
（
春
田
）

と
２
人
で
、
任
期
は
２
年
間
。

　

地
域
の
皆
様
か
ら
人
権
相
談

を
受
け
、
問
題
解
決
の
手
伝
い

を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員
と

協
力
し
て
人
権
侵
害
か
ら
被
害

者
を
救
済
し
た
り
、
人
権
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

みんなが幸せな明日へ
人権擁護委員

種子島をつなぐ絵はがき
株式会社ユニケミーからはがきの贈呈

　

７
月
９
日
に
株
式
会
社
ユ
ニ
ケ

ミ
ー
の
濱
地
光
男
代
表
取
締
役
会

長
お
よ
び
濱
地
清
市
代
表
取
締
役

社
長
が
来
庁
し
、
３
種
類
の
絵
は

が
き
合
計
１
万
５
０
０
０
枚
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

種
子
島
１
市
２
町
計
９
枚
の
絵

は
が
き
が
作
成
さ
れ
、
本
町
は
①

古
市
家
住
宅
と
大
ソ
テ
ツ
②
雄

龍
・
雌
龍
の
岩
③
種
子
島
新
旧
空

港
で
、
各
観
光
施
設
で
入
手
可
能

と
の
こ
と
。
会
長
は
、「
種
子
島

を
訪
れ
る
観
光
客
が
そ
れ
ぞ
れ
の

観
光
施
設
を
回
遊
す
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

魚をもっと身近に
増田小学校出前授業

　

７
月
５
日
に
増
田
小
学
校
に

お
い
て
、
熊
毛
支
庁
お
よ
び
種

子
島
漁
業
協
同
組
合
関
係
者
に

よ
る
出
前
授
業
が
実
施
さ
れ
、

増
田
小
学
校
５
・
６
年
生
15
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

種
子
島
の
水
産
業
に
つ
い
て

学
ん
だ
後
、
飛
魚
を
１
人
１
尾

開
き
に
す
る
作
業
を
体
験
。
漁

協
の
先
生
方
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
に
は

刺
身
や
唐
揚
げ
が
振
る
舞
わ
れ
、

新
鮮
な
魚
の
美
味
し
さ
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　株式会社ユニケミー濱地光男代表取締役会長

クジラが漂着
現地にて埋却

　

７
月
６
日
午
後
２
時
ご
ろ
、

坂
井
の
大
浦
川
河
口
付
近
の
砂

浜
に
全
長
17
ｍ
の
ク
ジ
ラ
が
打

ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
・
町
職
員
ら
が
発
見
し
た

時
に
は
す
で
に
死
亡
し
て
お
り
、

調
査
に
よ
る
と
、
ク
ジ
ラ
は
マ
ッ

コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
雄
と
み
ら
れ
る

と
い
う
。
今
回
発
見
さ
れ
た
ク

ジ
ラ
に
つ
い
て
、
長
崎
大
学
の

研
究
者
が
８
日
か
ら
10
日
ま
で

の
３
日
間
現
地
を
訪
れ
調
査
し
、

終
了
と
同
時
に
砂
浜
に
埋
め
て

処
分
し
ま
し
た
。

　大型魚の解体ショー
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　各課からのお知らせ

第 51 回中種子町よいらーいき祭りを開催します
◎お問い合わせ先　よいらーいき祭り実行委員会事務局（役場企画課商工観光係）㉗ 1111 内線 231

8 月 ３ 日（ 土 ） 開 催 　※内容は進行状況や天候により多少変更する場合があります。

時　間 内　容 会　場

昼の部

13:00 ～ 13:30 神事 役場前駐車場

13:30 ～ 14:40 ストリートライブ（よさこい、その他） 役場前

14:40 ～ 15:00 フレッシュ種子島紹介 役場前駐車場

15:00 ～ 16:30 パレード、みこし、道中踊りなど 役場～旭町商店街

夜の部 17:40 ～ 21:00 ステージショー、花火など 太陽の里多目的広場

※祭り中は、遊戯・撮影などを目的とした飛行ラジコンなどの使用を禁止します。事故防止にご協力を
お願いします。

　

近
畿
中
種
子
会
だ
よ
り

　

鹿
児
島
本
土
の
東
南
に
位
置
す
る
、
一
市
二
町
の
種
子
島
、

そ
の
島
の
中
央
部
に
あ
る
の
が
我
が
町
、
中
種
子
町
で
あ
り
ま

す
。

　

昭
和
58
年
に
同
郷
者
同
士
の
心
の
触
れ
合
い
と
親
和
を
目
的

に
48
名
で
の
発
足
で
始
ま
り
、
そ
の
後
発
展
を
続
け
一
時
に
は

１
８
０
０
名
の
方
々
に
ご
案
内
が
出
来
る
迄
に
至
り
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
会
員
数
も
減
少
し
続
け
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
は
関
西
鹿
児
島
県
人
会
総
連
合
会
に
も
加
入
し
て
お

り
、
関
西
で
の
県
人
会
の
大
イ
ベ
ン
ト
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー

に
も
参
加
し
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
令
和
元
年
６
月
16
日
、
江
坂
に
あ
る
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ

テ
ル
に
て
、
第
37
回
定
期
総
会
・
懇
親
会
が
中
種
子
町
よ
り
町

長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
総
勢
２

０
０
名
弱
で
、
近
畿
中
種
子
会
の
会
歌
斉
唱
で
始
ま
り
、
焼
酎

を
飲
み
な
が
ら
の
歌
謡
シ
ョ
ー
・
カ
ラ
オ
ケ
・
お
楽
し
み
抽
選

会
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
最
後

は
中
部
・
関
東
中
種
子
会
会
長

と
の
合
同
に
て
、
ま
た
、
来
年

会
い
ま
し
ょ
う
の
万
歳
三
唱
で

閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
近
畿
中
種
子
会
定
期

総
会
の
開
催
日
は
、
会
場
の
都

合
で
５
月
か
ら
６
月
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

県下一斉国保税滞納整理強化月間について
◎お問い合わせ先　役場税務課町民税係㉗ 1111 内線 203・230

　国保税は国保制度を支える貴重な財源です。８
月と 12 月は「鹿児島県県下一斉国保税滞納整理
強化月間」となっており、納税意識を高める取組
や納税相談などを実施します。
■中種子町の取組
①特別な事情を含めた納税相談の実施

②滞納整理を視野に入れた財産調査の実施
③臨戸訪問による納付催告および実態調査
※災害、失業、病気などのやむを得ない事情で国
保税を納期限までに納めることができない場合
は、お早めに税務課町民税係へご相談下さい。納
期内納付への、ご理解・ご協力をお願いします。

　国税に関する一般的なご相談は「電話相談セン
ター」をご利用下さい。「電話相談センター」ご
利用の際の手順は、次のとおりです。
①最寄りの税務署に電話します。
②最初の自動音声案内に従い、番号「１」を選択
します。
※税務署からのお尋ねに対する問い合わせや納付
相談、または税務署の職員にご用のある方は、番
号「２」を選択して下さい。

③次の自動音声案内に従い、相談したい内容の番
号を次の中から選択します。
①個人の年金や事業などの所得税
②給与などの源泉徴収（年末調整 ) または支払調書
③相続税や贈与税または譲渡所得
④法人税
⑤消費税や印紙税
⑥その他のお問い合わせやご不明な点がある場合
種子島税務署 (㉒ 0440)
※自動音声案内に従い「２」を選択

国税に関する一般的な相談は熊本国税局の「電話相談センター」へ！
◎お問い合わせ先　種子島税務署㉒ 0440

税・保険料の納期限について（お知らせ）
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係㉗ 1111 内線 236/ 役場福祉環境課介護保険係㉗ 1111
　　　　　　　　　内線 215/ 役場町民保健課高齢者医療係㉗ 1111 内線 289

　８月は下表の税・保険料の納期限となっています。
　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も発生する場合がありますので、期限内の納入をお願い
します。すでに納期限を過ぎた分についても、早めの納付をお願いします。

期別 納期限
町県民税 ２期

９月２日（月）介護保険料 ３期
後期高齢者医療保険料 ３期

■日時　８月７日（水）　午前９時～午後１時
■場所　中央公民館小会議室
　ねんきん特別便など、年金に関する相談を受け
付けます。年金手帳や年金証書厚生年金の経歴に

関する資料などをご持参の上、ご相談下さい。
　事前予約も受け付けています。お気軽にお問い
合わせ下さい。

年金相談所開設
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217
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　逃げ遅れゼロへ！
Ｑ：防災情報はいろいろあるけどいつ避難すれば
　　いいの？
Ａ：【警戒レベル４】で全員避難 !!

【警戒レベル】で避難のタイミングを伝達します。
【警戒レベル３、４】が発令された地域にお住ま
いの方は速やかに避難を開始して下さい。

　令和元年 10・11 月の２ヶ月間、一部地域で、
家計における消費・所得・資産および負債の実態
を総合的に把握する「全国家計構造調査」を実施
します。本調査は、国が実施する統計調査の中で
も特に重要な調査で、調査結果は国民年金・厚生
年金の年間額の検討、所得・資産格差の現状把握
などの重要な政策に使われます。
　10 月・11 月にかけて、一部地域のご自宅へ調

査員が伺いますので、ご多忙の中恐れ入りますが
ご協力のほどよろしくお願いします。
　なお、ご自宅に伺う調査員は必ず鹿児島県知事
が交付した「調査員証」を携帯しています。
　万が一、「調査員証」を携帯していない調査員
から本調査の依頼があった際は、必ず中種子町役
場企画課までご連絡下さい。

～全国家計構造調査のご案内～
◎お問い合わせ先　役場企画課企画調整係㉗ 1111 内線 303

『水害・土砂災害・防災情報』６月から変わりました
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所㉗ 0119

《避難情報》
警戒レベル 避難行動など 避難情報など

警戒レベル５
既に災害が発生している状況で
す。
命を守るための最善の行動をとり
ましょう。

【災害発生情報】※２
※２ 災害が実際に発生している
ことを把握した場合に、可能な範
囲で発令

［市町村が発令］

警戒レベル４

【全員避難】

速やかに避難先へ避難しましょ
う。
公的な避難場所までの移動が危険
と思われる場合は、近くの安全な
場所や、自宅内のより安全な場所
に避難しましょう。

【避難勧告】
避難指示（緊急）※ 3
※３ 地域の状況に応じて緊急的
または重ねて避難を促す場合など
に発令

〔市町村が発令〕

警戒レベル３

【高齢者などは避難】

避難に時間を要する人（ご高齢の
方、障害のある方、乳幼児など）
とその支援者は避難をしましょ
う。その他の人は、避難の準備を
整えましょう。

【避難準備・高齢者など避難開始】
〔市町村が発令〕

警戒レベル２
避難に備え、ハザードマップなど
により、自らの避難行動を確認し
ましょう。

【洪水注意報】
【大雨注意報など】
〔気象庁が発表〕

警戒レベル１ 災害への心構えを高めましょう。【早期注意情報】
〔気象庁が発表〕

※各種の情報は、警戒レベル１～５の順番で発表
されるとは限りません。急変することもあります。

【警戒レベル 5】では既に災害が発生しています。
また、必ず発令されるものではありません。

【警戒レベル 3 or 4】地域で声をかけあい、安全
に避難しましょう！
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中種子町プレミアム付商品券販売について
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 281

～ 10 月１日から販売開始～
　町では、消費税・地方消費税率の引き上げが家
計に与える影響を緩和するとともに、地域の消費
を下支えするためにプレミアム付商品券を 10 月
１日から販売します。
　額面は 500 円券の 10 枚つづりを 4,000 円で
購入できます。
■対象者
① 2019 年度の住民税が課税されていない方

（住民税が課税されている方に扶養されている方
および生活保護者は除く。）
→８月上旬に個別通知します。
② 2016 年４月２日から 2019 年９月 30 日まで
に生まれたお子様がいる世帯の世帯主
→９月上旬に個別通知します。

■購入限度額
①に該当する場合、ひとりにつき最大 25,000 円
の商品券を 20,000 円で購入（25％お得）できま
す。
②に該当する場合、対象となるお子様ひとりにつ
き、上記と同額分が購入できます。
　両方に該当する場合は、①と②を足した人数分
を購入できます。
■商品券使用期間
　令和元年 10 月１日～令和２年３月 31 日まで

乳幼児等医療費受給資格者証のカード化について
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 200

　令和元年８月１日の乳幼児等医療受給資格者証
の更新にあわせ、受給者証の大きさを携帯に便利
なカードサイズに変更します。

　紫色の受給者カードについては、８月１日以降
は使用できませんので役場に返還していただく
か、破棄していただくようお願いします。

中種子町　乳幼児等医療費助成金受給資格者証

市町村番号　35　　 事業番号　１　　 受給者番号　　　　　　　1234567

公費負担者番号８０４６０３０６（一部負担金：円）　　　　　　　

 こども氏名  中種子　一郎

 生年月日  平成 31 年１月１日

 受給者氏名  中種子　太郎

 住所  中種子町野間 1234 番地 45

 保険者名称  中種子町国民健康保険

 受給期間  H31.1.1　～　H31.7.31

　　　　　　　　　中種子町長

 交付日  H31.1.15

※網掛けは現物給付の場合に表示される箇所およびプリンタ印字部分

　スポーツ大会の結果　
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東京 2020 オリンピック　聖火ランナー募集
◎お問い合わせ先　種子島中央体育館㉔ 2226

■聖火リレールート
　１日目 2020 年４月 28 日（火）
　志布志市▶鹿屋市▶奄美市▶南大隅町
　霧島市▶姶良市▶鹿児島市
　２日目：2020 年４月 29 日（水）
　出水市▶西之表市▶薩摩川内市
　日置市▶伊佐市▶南九州市▶指宿市
東京 2020 オリンピック聖火リレー
　　　　　　　　鹿児島県聖火ランナー募集概要
■募集期間　
　2019 年７月１日（月）～８月 31 日（土）
※郵送の場合８月 31 日当日消印有効
■公募主体
　東京 2020 オリンピック聖火リレー鹿児島県実
行委員会
■公募人数　42 人
■公募方法
①鹿児島県実行委員会ホームページの応募フォー
ムにより応募

【県実行委員会ホームページ】
URL:https://kagoshimarunner.com
②所定の応募用紙に必要事項を記入の上、鹿児島
県実行委員会応募事務局へ郵送で応募

【県実行委員会応募事務局】
〒 892-0847
鹿児島市西千石町 17-3　太陽生命鹿児島第２ビル４F

■主な募集要件
① 2008 年４月１日以前に生まれた方
②鹿児島県内の市町村にゆかりのある方
■応募にあたっての注意事項
①鹿児島県実行委員会と複数のプレゼンティング
パートナーは同時に応募可能です。
②ただし、鹿児島県実行委員会と他都道府県実行
委員会へは同時に応募はできません。
③プレゼンティングパートナーの募集について
は、鹿児島県実行委員会では行っていませんので、
次のホームページをご覧下さい。

【東京 2020 オリンピック聖火リレーＨＰ】
URL:https://tokyo2020.org/jp/special/torch/
olympic/torchbearer
■お問い合わせ先
　東京 2020 オリンピック聖火リレー　鹿児島県
実行委員会応募事務局
●受付時間
　午前９時 30 分～午後５時（土・日祝日は除く）
●受付期間
　2019 年７月１日（月）～８月 31 日（土）
0120-4-2020-6　FAX 0120-4-2020-9
メールアドレス :info@kagoshimarunner.com
URL:https://kagoshimarunner.com
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種子島こりーなイベント情報
◎お問い合わせ先　種子島こりーな㉗ 3711

　ふるさとの自然に親しみながら、自然の美しさ・
豊かさを感じるとともに絵画に親しむことを目的
として、「種子島の風景」をテーマにした絵画展
を開催します。
　小学校・中学校・高等学校の児童生徒および一
般の皆さんの描いた、種子島の自然や町並み・野
山・海などの風景や、そこで活躍している人々の
様子などを題材にした作品をお待ちしておりま
す。

《募集要項》
■募集作品
　テーマ：ふるさとの風景
　大きさ：小・中学生は水彩画（Ｂ４版）
　　　　　高校・一般は油彩画他サイズ自由

■題材
　種子島の自然や風景・学校・町の様子などをテー
マにしたもの（人物画は不可）
■応募締切　９月 13 日（金）
※提出する作品の裏に住所（学校・学年）・氏名・
作品名を記入
■提出先　
　種子島こりーな
※小・中学生は各学校へ提出の上、取りまとめて
提出
■展示期間
　10 月 24 日（木）～ 31 日（木）（入賞作品のみ）
　午前９時～午後５時　入場料無料
■展示場所　
　種子島こりーな　創作室・ロビー・ホワイエ

第 11 回ふるさとの風景画作品展　作品募集 !!

世襲戦隊カゾクマンⅢ ■日時　８月６日（火）■場所　種子島こりーな
　午後６時開場　午後６時 30 分開演

■料金　全席自由席

　　　　大人　3,000 円

　　　　高校生以下　1,000 円（未就学児は無料）

※未就学児をお連れの方は、親子室をご利用下さい。

■チケットの取扱い
　大島屋、てらだ、ひだまり工房、永浜ストアー、

　種子島総合事務機、和田書店、種子島こりーな

こりーなのイベント情報をチェック→
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「
父
の
日
」
の
何
を
捧
げ
ん

思
い
の
丈
を　
　
　
　
　
　

女　

洲　

中
村　

壽
子

何
気
な
く
心
病
む
時
気
遣
え
る
夫
の
言
葉
に
気
持
ち

安
ら
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

旭　

町　

村
尾　

祥
子

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
８
３
号
）

父
の
日
の
ギ
フ
ト
に
勝
る

孫
の
声

　
　
　
　
　
上
方　

昇
竜

一
葉
摘
み
口
に
当
て
れ
ば

山
笑
う

　
　
　
　
満
足
山　

一
穂

木
々
戸
ま
で
梅
雨
夕
焼
け

の
染
ま
る
里

　
伏
之
前
　
岩
崎
カ
ネ
子

新
緑
の
ト
ン
ネ
ル
ぬ
け
て

青
き
空

　
　
伏
之
前　

山
元
悦
子

夏
草
や
召
集
兵
の
先
生
と

　
　
　
　
　
古
房　

秀
人

朝
採
り
の
き
ゅ
う
り
の
味

の
塩
か
げ
ん

　
　
　
　
　
油
久　

緑
村

脳
ト
レ
の
ぬ
り
絵
た
の
し

む
カ
ノ
コ
百
合

　
　
横
町　

山
小
田
雅
子

老お
い

友と
も

の
本
音
時
折
梅
雨
の

月　
　
　
　
　
上
方　

篤
子

夕
日
影
棒
も
て
落
と
す
青

き
梅

　
　
　
　
千
葉
市　

郁
子

か
な
し
み
を
背
中
に
背
負

う
カ
タ
ツ
ム
リ
　
　
　
　

　
　
古
房　

八
木
多
美
子

ホ
ト
ト
ギ
ス
「
飛ト
ッ
ピ
ー魚
と
れ

た
か
」
夕ゆ
う

餉げ

時

　
　
　
　
　
田
島　

一
郎

俳
句
会

　
　
　
『
黄
水
仙
』

　勾玉作例



広報なかたね 2019.8 月号　18

くらしの情報　information　　くらしの情報　information

令和元年度放送大学第２学期学生募集
●文部科学省・総務省所管の正規の大学
●入学資格は「学びたい」という気持ち（教
養学部の入学試験はありません。）
●目的に応じて学べる
①大学卒業を目指す
②興味のある科目を学ぶ
　（１年間・半年間の在学あり）
●一流の講師陣から学べる
●自宅でマイペースに学べる
●テレビ・インターネットで学べる
①ＢＳ放送で！
②インターネットで！
●授業料は１科目 11,000 円で学べる
　（教養学部）
■出願受付期間
第１回
　６月 15 日（土）～８月 31 日（土）
第２回
　９月１日（日）～９月 20 日（金）
※募集は年２回（４月入学生・10 月入学生）
※詳しくは『放送大学』で検索 !!
◎お問い合わせ先
放送大学鹿児島学習センター099-239-3811

「小さな親切」はがきキャンペーン
　　　　　　　『てのひら感謝状』募集
■募集テーマ
①今、心から伝えたい『ありがとう』
②「いやだな！」自分だったら
■応募方法
①はがきで応募
　はがきに、募集テーマの①、②のいずれか
のテーマにそった 600 字以内の体験を書き、
タイトル・住所・氏名（ふりがな）・年齢・職
業（学校・学年）・電話番号を明記の上応募し
て下さい。
②メール・ファックスで応募
　「小さな親切」運動鹿児島県本部の電子メー
ルまたはファックスにて、はがき部門同様、
応募テーマの①、②いずれかのテーマにそっ
た体験（600 字以内）と住所・氏名（ふりがな）・
年齢・職業（学校・学年）・電話番号・電子メー
ルアドレスを明記の上応募して下さい。
■応募期間
　７月１日（月）～８月 15 日（木）《必着》

■主催・送り先
〒 890-8517　鹿児島市鴨池新町１番７号県
社会福祉センター内「小さな親切」運動鹿児
島県本部　てのひら感謝状係宛
099-257-3848　FAX 099-251-6779
E-mail　chiikifukushi1@kaken-shakyo.jp

相続手続を応援します！　
　～「法定相続情報証明制度」～
　平成 29 年５月 29 日から、全国の法務局で

「法定相続情報証明制度」を開始しました。　
　法定相続情報証明制度は、登記所（法務局）
に戸籍謄本などの束と相続関係を一覧に表した
図（法定相続情報一覧図）を提出していただけ
れば、登記官がその一覧図に認証文を付した写
しを「無料」で必要な通数を交付する制度です。
　この法定相続情報一覧図の写しをご利用いた
だくことで、相続に関する各種手続に戸籍謄本
などの束を何度も出し直す必要がなくなり、預
貯金の払戻しなど、各種相続手続にかかる負担
が少なくなりますので、ご利用下さい。
　制度の詳細は、法務局ホームページ
h t t p : / / h o u m u k y o k u . m o j . g o . j p / h o m u /
page7_000013.html をご覧下さい。
◎お問い合わせ先　
　最寄りの法務局（登記相談は予約制）

石油組合中種子支部よりお知らせ
　平成 31 年４月より日曜日を当番店にする
ことが下記のとおり決定しました。
※組合加盟店は①（有）和人組中央給油所②
種子島石油（株）中種子中央給油センターの
２社です。

組合加盟店 ８月 ９月

（有）和人組

中央給油所

11 日   8 日

25 日 22 日

種子島石油（株）

中種子中央給油センター

  4 日   1 日

15 日
18 日 29 日

※９月以降は未定です。
◎お問い合わせ先
　鹿児島県石油商業組合中種子支部㉗ 1171
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　くらしの情報　information

第 67 回鹿児島県発明くふう展
　　　　　　　　　　作品募集のご案内
■申込締切り　10 月２日（水）
■応募資格および募集作品

（１）児童生徒部門
ア　発明考案の部
①募集資格　県内の小・中学校および高等学
校の児童・生徒
②募集作品　日常の家庭・学校生活において
自然法則を科学的に観察して利用した、新規
で創造性に富むもので、１人または共同（３
人以内）で発明・工夫したもの。
③サイズ　縦、横、高さともに１メートル以内、
重量 20kg 以内
④説明書　作品説明書を添付して下さい。
イ　絵画の部
①応募資格　県内の小・中学校の児童・生徒
②募集作品　未来の科学の世界や未来の夢を、
自由な発想によって描いた絵画
③サイズ　Ｂ３判（36.4cm × 51.5cm）

④画材　絵の具、クレヨン、クレパス、サイ
ンペンなど自由
⑤説明書　絵画説明書を添付して下さい。
⑥その他　入賞作品については、全国展から
の返却がありませんので、ご了承下さい。

（２）一般部門
ア　発明考案の部
①応募資格　県内居住者または県内事業所で
働いている方
②募集作品
・特許および実用新案で実用化された製品
・意匠（デザイン）作品
・新しい原材料または製品
・新技術（製品の製造方法）を取り入れた製品
③サイズ　縦、横、高さともに２メートル以内、
重量 50kg 以内
◎お問い合わせ先
〒 892-0821
鹿児島市名山町 9-1 鹿児島県産業会館中２階
一般社団法人鹿児島県発明協会099-295-0171

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

「
き
ぼ
う
」
か
ら
超
小
型
衛
星

　
　
　
　

４
機
の
放
出
に
成
功
！

　

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日

本
実
験
棟
「
き
ぼ
う
」
か
ら
、
６

月
17
日
に
超
小
型
衛
星
４
機
が
放

出
さ
れ
ま
し
た
。「
き
ぼ
う
」
か

ら
の
超
小
型
衛
星
の
放
出
は
２
０

１
２
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
計

38
機
と
な
り
ま
し
た
。

増
田
宇
宙
通
信
所

　
　
　
　
　
　

施
設
公
開
開
催
！

　

令
和
元
年
８
月
24
日(

土)

に

増
田
宇
宙
通
信
所
の
施
設
一
般
公

開
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
開
催
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
に
よ
る
宇
宙
講

話・
屋
外
施
設
案
内
ツ
ア
ー
＆
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー

・
工
作
コ
ー
ナ
ー(

手
作
り
ロ
ケ
ッ

ト
と
紙
ジ
ャ
イ
ロ)

・
記
念
写
真
コ
ー
ナ
ー
（
宇
宙
服

試
着
）

　

天
候
や
作
業
状
況
に
よ
っ
て
は

延
期
・
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館
か
ら
の
ご
案
内

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
８
月

に
「
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
な
ど

の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

Ｈ
３
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ

(

Ｓ
Ｒ
Ｂ-

３) 

燃
焼
試
験
の
お
知

ら
せ

◆
試
験
日
（
予
定
）

　

令
和
元
年
８
月
21
日
（
水
）

◆
試
験
時
間
（
予
定
）

　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
１
回
の
燃
焼
時
間
は
２
～
３
分

程
度
で
す
。
こ
の
間
、
打
ち
上
げ

時
と
同
程
度
の
音
が
続
き
ま
す
。

◆
試
験
予
備
日

　

８
月
22
日（
木
）～
８
月
31
日（
土
）

※
状
況
に
よ
っ
て
は
、
９
月
以
降

も
試
験
を
実
施
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

◆
試
験
日
立
ち
入
り
規
制
に
つ
い
て

　

燃
焼
試
験
当
日
に
は
、
立
ち
入

り
規
制
範
囲
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

規
制
範
囲
に
は
、
竹
崎
漁
港
へ
の

通
路
、
宇
宙
科
学
技
術
館
、
試
験

場
周
辺
の
海
上
が
含
ま
れ
ま
す
。

規
制
範
囲
入
り
口
に
は
要
員
を
、

海
上
に
は
警
戒
船
を
配
置
し
、
通

行
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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種
子
島
で
は
、
里
い
も

が
旬
に
な
る
季
節
で
す
。

親
イ
モ
に
子
イ
モ
、
子
イ

モ
に
孫
イ
モ
と
育
つ
こ
と

か
ら
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴

と
し
て
昔
か
ら
縁
起
物
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
里

い
も
は
、
調
理
で
は
煮
物

や
お
で
ん
、
汁
物
な
ど
に

利
用
さ
れ
ま
す
。「
き
ぬ

か
つ
ぎ
」
と
呼
ば
れ
、
中

秋
の
名
月
に
供
え
ら
れ
る

石
川
早
生(

わ
せ)

な
ど

の
小
粒
の
品
種
は
、
そ
の

ま
ま
ふ
か
し
て
皮
を
む
き
、

塩
や
醤
油
で
食
べ
ま
す
。

　

ぬ
め
り
成
分
が
出
す
ぎ

る
と
味
が
し
み
込
み
に
く

く
な
り
、
ア
ク
に
含
ま
れ

る
シ
ュ
ウ
酸
で
手
が
か
ぶ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

短
時
間
で
下
ゆ
で
を
す
る

か
、
塩
で
軽
く
も
ん
で
水

洗
い
を
し
て
か
ら
調
理
を

す
る
と
良
い
で
す
が
、
有

効
成
分
は
、
こ
の
ぬ
め
り

に
あ
る
た
め
、
落
と
し
す

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
里
い
も
を
使

用
し
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
里
芋
は
厚
め
の
半
月
切

り
に
し
、
酢
水
で
ぬ
め
り

を
お
さ
え
、
水
洗
い
す
る
。

②
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
は
く

さ
み
を
と
る
た
め
湯
通
し

す
る
。
ひ
じ
き
は
水
で
戻

し
て
ざ
く
切
り
に
し
て
ゆ

で
る
。

③
米
を
し
か
け
、
①
と
Ａ

を
入
れ
て
炊
く
。

④
炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
に

②
を
加
え
て
蒸
ら
し
、
ご

ま
を
混
ぜ
て
器
に
盛
る
。

（
日
本
食
生
活
協
会
レ
シ
ピ
参
考
）

　食生活改善推進員コーナー 

保健センターだより ◎お問い合わせ先
㉗ 1133

　血液は栄養や酸素の運搬、免疫など人間の生命活動
を維持するために不可欠ですが、人工的に造ることや
長期保存ができません。
　そのため、輸血に必要な血液をいつでも十分に確保
しておくためには、絶えず誰かの献血が必要となりま
す。
　本町においても、右記日程で献血を実施しますので、
町民の皆様のご協力をお願いいたします。

■日時
　８月 26 日（月）
　　午前８時 30 分～午前 11 時 45 分
　　午後１時 00 分～午後４時 30 分
　８月 27 日（火）
　　午前８時 30 分～午前 11 時 30 分
　　午後０時 45 分～午後１時 30 分
■場所　中種子町役場防災センター

『わずか 40 分で助かる命があります
　　　　　　「献血」から生まれる “ 愛の贈りもの ” が貴い命を救います』

『「鹿児島県子ども予防接種週間」のお知らせ』

１人分（エネルギー 442kcal、たんぱく質 10.2kcal、脂質 2.2g、食物繊維 3.9g、食塩 0.7g）

里いもとひじきの炊き込みご飯
米 200g 水 300cc
里芋 140g みりん 9g
酢水 適宜 みそ 9g
ちりめんじゃこ 10g 白ごま 3g
ひじき（干） 2g

｛Ａ

　８月１日（木）から８月８日（木）は

県子ども予防接種週間　です。

　鹿児島から広めよう８月４日は　“ はしかの日 ”
　この機会に是非予防接種を受けましょう。

※接種できる時間帯やワクチンは医療機関によって異
なります。
　予防接種を受ける際は、事前に医療機関に必ず確認・
予約をして下さい。

『「低線量ＣＴ肺がん検診」の検診費用の一部を県が助成します』
　鹿児島県では、肺がんによる死亡ががんによる死因
の第１位を占めており、年々増加傾向にあります。肺
がんの早期発見・早期治療のため表記事業を下記のと
おり実施します。
■実施期間　令和元年６月１日～令和２年３月 31 日
■対象者　
　県内に居住する 50 歳以上（受診時点）の県民
※肺がん治療中または肺がん疑いにて経過観察中、肺
がん術後５年以内および肺がん術後経過観察中の方は
対象となりません。

■内容　低線量ＣＴ ( ※ ) による肺がん検診
※従来のレントゲン検診よりがん発見率が高く、通常
のＣＴ検診より被爆量が少ない検診です。
■費用　自己負担額 5,250 円
■健診機関　種子島医療センター
※島外の医療機関については、保健センターにお問い
合わせ下さい。
■その他　受診希望者は直接医療機関に予約の上、受
診して下さい。
■お問い合わせ先　
　鹿児島県くらし保健福祉部
　健康増進課がん対策・歯科保健係099-286-2721
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地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
㉗ 1223

　

思
春
期
の
男
児
に
多
く
み
ら
れ
る

膝
下
の
痛
み
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
子
供
に
多
い
症
状
で
す
。
成
長
期

の
子
供
の
膝
下
は
軟
骨
部
分
が
多
く

て
弱
い
た
め
、
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
激
し
い
ス
ポ

ー
ツ
は
疲
労
が
回
復
す
る
前
に
さ
ら

に
負
担
を
か
け
そ
の
部
分
に
炎
症
が

お
こ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
膝
下
の
骨

や
軟
骨
が
、
硬
く
な
っ
て
い
る
太
も

も
か
ら
繋
が
る
腱
に
引
っ
張
ら
れ
て

浮
き
上
が
り
、
剥
が
れ
て
し
ま
い
、

さ
ら
に
痛
み
が
増
し
ま
す
。

　

膝
の
痛
み
に
は
膝
だ
け
が
原
因
で

は
な
く
、
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
い
て
膝
に
不
自
然
な
負
担
が
か

か
る
為
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

体
を
左
右
対
称
に
使
え
る
の
が
理

想
的
で
す
が
生
活
習
慣
や
本
人
の

癖
、
ス
ポ
ー
ツ
の
特
性
な
ど
か
ら
左

右
均
等
に
使
う
の
は
難
し
い
で
す
。

自
然
と
重
心
が
崩
れ
、
そ
れ
に
伴
い

身
体
も
左
右
対
称
で
な
く
な
り
骨
が

歪
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

オ
ス
グ
ッ
ト
病
の
子
供
は
両
方
の

足
が
痛
く
な
る
の
で
は
な
く
、
最
初

は
片
方
の
足
が
痛
く
な
り
そ
の
足
を

か
ば
っ
て
今
度
は
逆
の
足
が
痛
く
な

る
の
が
ほ
と
ん
ど
の
パ
タ
ー
ン
で

す
。

　

症
状
が
軽
い
時
は
運
動
を
制
限
す

る
と
良
く
な
り
ま
す
が
、
我
慢
し
て

運
動
を
続
け
て
い
る
と
歩
く
の
も
つ

ら
く
、
少
し
膝
を
曲
げ
伸
ば
し
す
る

だ
け
で
激
痛
が
走
る
よ
う
に
な
り
運

動
を
休
ま
な
い
と
い
け
な
く
な
り
ま

す
。

　

以
下
の
事
に
気
を
付
け
る
と
自
分

で
予
防
す
る
事
も
出
来
ま
す
。

①
運
動
の
前
後
に
は
十
分
な
ス
ト
レ

ッ
チ
が
必
要
で
す
。

　

硬
い
だ
け
の
筋
肉
は
怪
我
を
し
や

す
く
動
き
も
堅
い
。
縮
む
・
伸
び
る
・

力
を
入
れ
る
・
力
を
抜
く
が
自
在
に

出
来
て
こ
そ
身
体
は
自
由
に
動
き
ま

す
。

※
無
理
や
り
伸
ば
さ
な
い
。

②
膝
下
の
痛
い
所
を
冷
や
し
ま
す
。

　

氷
で
の
ア
イ
シ
ン
グ
は
一
番
効
果

的
で
す
。

③
体
を
休
め
る
事
が
大
切
で
す
。

　

夜
更
か
し
を
せ
ず
に
十
分
な
睡
眠

時
間
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
病
気
を
見
分
け
る

　
　
　
　
　
　
　

１
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
痛
く
て
正
座

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

膝
を
気
に
し
て
い
る
お
子
さ
ん
が

い
る
方
は
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
下
さ

い
。

オスグットシュラッター病　外来看護師　石堂　美由紀㉘ 3200

生活支援コーディネーターだより No.3
　住民の皆さんと一緒に地域づくりについて考える研修会を下記の日程で開催いたします。
　ぜひ！地域づくりに興味ある方、既に地域づくりに参加されている方など、ご近所、ご友人の方等お誘いして
いただき御参加下さい。
■日時　８月９日（金）午後２時～　■場所　中央公民館２階大ホール
■内容　「安心して暮らし続けられる中種子町」を目指す地域づくりについて
　　　　講師　医療経済研究機構　研究部主任研究員兼研究総務部次長　　服部　真治　氏
■お問い合わせ先
　中種子町地域包括支援センター久木原㉗ 1223　/　中種子町社会福祉協議会元川㉗ 1845

■令和元年度　赤十字会員増強運動ご協力についてのお礼
　本年度も多くの町民の皆様に会費のご協力をいただきました。深く感謝申し上げます。
　集落長を始め募金に関わっていただいた全ての皆様に対しお礼を申し上げます。
　なお、ご協力いただいた会費は、災害救護、血液、医療事業、看護師などの教育、社会福祉事業などの事業
に役立てられます。
　今後とも、より一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本赤十字社中種子町分区
■令和元年度　社協会費納入についてのお礼
　このたび、令和元年度中種子町社協会費へのご協力をお願いいたしましたたところ、多くの方々にご賛同い
ただき、貴重な会費を納入していただきました。ご協力いただきました皆さまに心からお礼を申し上げます。
　皆さまからお寄せいただきました会費は、社協活動の貴重な財源として、中種子町の地域福祉の推進のため、
各種福祉事業に活用させていただきます。 今後とも、会費の趣旨をご理解いただき、社会福祉協議会の活動
に対し、温かいご支援 とご協力をお願い申し上げます。 このたびのご尽力ご協力、誠にありがとうございま
した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中種子町社会福祉協議会
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
園中　一成（原之里）　　　橋野　敏成（竹之川）
石堂　宏明（畠　田）　　　内村　雅人（横　町）
向井　實　   （本　村）　　　田畑　チヨ（長　谷）
石橋　正澄（旭　町）　　　田中　良子（輪之尾）
坂口　和俊（旭　町）　　　隅田　健二（横　町）
長田ヱミ子（平　鍋）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,979 人 ( -9) 出生 9 人

男　性 3,778 人 ( -3) 死亡 17 人

女　性 4,201 人 ( -6) 転入 10 人

世帯数 4,258 戸 ( -11) 転出 12 人

※（　）は前月との比較（６月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　６月中

火　事 1 件 うち建物 1 件

救　急 37 件 うち急病 27 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 3 件 ( 0) 14 件 ( 1)

死 者 数 0 件 ( 0) 0 件  ( 0)

負傷者数 3 件 ( 0) 18 件 ( 5)

※令和元年６月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
令和元年６月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

  6/26
木下　智博 本　村

梶原　麻奈美 大阪府

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

  5/28 中﨑　滉
こう

心
しん

優・七美 池之平

  6/  9 塩﨑　樹
たつき

　 聖治・香 横　町

  6/11 德　碧
あお

大
と

豊和・まち子 松　原

女の子 名前 両親 集落

  6/12 鶴薗　涼
す

鈴
ず

紳太郎・智子 町山崎

  6/12 大牟田　凪
なぎ

咲
さ

和典・優美 中之町

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

  5/31 尾辻　サチ 旭　町 90 歳

  6/  2 成尾　孝德 上　方 97 歳

  6/  4 園中　カズヱ 原之里 95 歳

  6/  9 野邉　積 古　房 96 歳

  6/11 向井　マミ 本　村 86 歳

  6/12 髙磯　俊廣 阿高磯 75 歳

  6/14 石橋　マリ子 旭　町 91 歳

  6/16 田畑　幸枝 美　座 95 歳

  6/17 元　重義 二十番 67 歳

  6/17 橋野　トヨ 竹之川 92 歳

  6/17 長田　行男 平　鍋 87 歳

  6/17 坂口　キミヱ 旭　町 92 歳

  6/18 中木原　良人 古　房 69 歳

  6/22 福　伸明 原　尾 88 歳

  6/27 田畑　上森 長　谷 86 歳

  6/29 内村　チヨ 横　町 91 歳

■子年生まれの方集まれ！
　2020 年 広 報 な か た ね １ 月 号 に 子 年 生 ま
れ の 方 の 写 真 を 掲 載 し ま す。 掲 載 ご 希 望 の
方 は ご 連 絡 下 さ い。（ 対 象 の 小 学 生 は、 後 日
学 校 の 方 へ 撮 影 に 行 き ま す。） 年 々 広 報 誌
への写真掲載を希望する方が少なく困っています。
ご協力をよろしくお願いします。
■対象　町内に住所を有する子年生まれの方
◎お問い合わせ先　
役場企画課広報係㉗ 1111 内線 259
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「なかたねお知らせ版」　８月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

1（木）ぽかぽか教室 13:00~

8（木）乳幼児健診

9（金）・乳幼児健診
・母子手帳交付 13:00~

22（木）すこやかマタニティ教室
【保健センター】栄養 18:00~

23（金）・乳幼児健診
・母子手帳交付 13:00~

乳幼児健診
※保健センターで実施

受付時間 対象者 対象月齢

  8 日（木）
12:45~13:00 3 歳 児 H 2 8 .  6 .  1 ～ H 2 8 .  7 . 3 1

  9 日（金）
  9:00~  9:15 3 ～ 5 ヶ 月 児 H 3 1 .  3 . 1 4 ～ H 3 1 .  5 .  8

23 日（金）
9:00~ 9:15 もうすぐ 1 歳児 H 3 0 . 1 0 .  1 ～ H 3 0 . 1 1 .  8

23 日（金）
9:15~ 9:30 1 歳児 6 か月児 H 2 9 . 1 2 .  1 ～ H 3 0 .  1 . 3 1

接種種類 接種期間 接種可能対象者

MR 混 合
２ 　 期 8 月   1 日～ 8 月 17 日 H25. 4. 2 ～ H26. 4. 1

日本脳炎
１ 期

8 月 19 日～ 8 月 31 日

H26. 4. 2 ～ H28. 4. 1

日本脳炎
２ 期 H21. 4. 2 ～ H22. 4. 1

日本脳炎
特 　 例 H13. 4. 2 ～ H14. 4. 1

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

　予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確
認・ご予約をお願いします。
※詳しい事については、保健センターまでご連
絡下さい。

行事・イベントなど
日 行　事

3（土）よいらーいき祭り

4（日）
・壮年ソフトボール大会 8:00~【野球場】
・親子でつくろう！古代のアクセサリー

【種子島こりーな】

6（火）世襲戦隊カゾクマンⅢ
開演：18:30~【種子島こりーな】

18（日）
～ 20（火）青少年さつま町交流事業【さつま町訪問】

24（土）中央公民館図書室おはなし会 10:30~

26（月）
～ 28（水）

チャレンジキッズ「屋久島ネイチャーツアー」
【屋久島環境文化研修センター】

29（木）高齢者学級【中央公民館小会議室】

公立種子島病院（㉖ 1230）

各科 診察日

眼 科 5（月）、6（火）、19（月）、20（火）

耳鼻咽
喉 科 8（木）、22（木）

整 形
外 科 毎週火曜日

小 児
外 来 毎週火曜日（午後）、木曜日（午後）

消化器
外 科 毎週月曜日（午後）、火・水曜日

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

4（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

11（日） 百合砂診療所 ㉘ 3901

12（月） 種子島医療センター ㉒ 0960

14（水） 公立種子島病院 ㉖ 1230

15（木） 種子島医療センター ㉒ 0960

18（日） 田上診療所 ㉗ 0325

25（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

27（火） 幼児学級 (1 ～４歳児 )
感触あそび 福祉センター

29（木） 赤ちゃん教室（１歳未満）
感触あそび 福祉センター

中央保育所園庭開放日
※８月は 26 日（月）です。
　活動への参加など、詳しくは「支援センター
おひさま」までお問い合せ下さい。㉗ 0031

予防接種医療機関日程
・田上診療所（月・金曜日の 14:00~16:00）
・種子島医療センター（月 ~ 土曜日の 14:00~16:00）
・公立種子島病院（金曜日の 16:00~）
・高岡医院は下記のとおり
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急便サービスしています！
中種子窓口から鹿児島港へ
12 時までの預かりで　　

　　　  17 時に鹿児島港へ
　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社
西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

島の四季彩
オシロイバナ（オシロイバナ科）

【漢字表記】白粉花
【英名】フォーオクロック
【原産地】メキシコ
【栽培適地】温暖で肥沃な地
和名は、種子の胚乳を白粉（おしろい）に例えたも
のです。かつては、女児が顔に塗ったりして遊んだ
ものです。英語では、フォーオクロックと言い、開
花し始める時刻を意味しています。夏場の花は夕方開

き、朝にはしぼみます。その間、雄蕊・雌蕊は夕方
開花し始めるとともにまっすぐに伸び、葯からは花
粉が現れ、香りも強くなり、虫を誘う体勢ができます。
深夜になってくると、蕊は巻き戻り柱頭に花粉が付
着するような形になり、虫が来なくとも受粉できる
という巧妙な仕組みになっています。西南暖地では
越冬し、野生化し、大株に成長している様子がしば
しば見られます。地下部や種子は有毒で、食した場合、
嘔吐・下痢などの中毒症状を呈することがあります。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

書類
サイズ（A3 まで）

重量 料金
１kg 以下 300 円

小荷物　重量 料金
  1kg 以下    800 円
  5kg 以下 1,000 円
10kg 以下 1,200 円
15kg 以下 2,000 円
20kg 以下 2,600 円
25kg 以下 3,200 円
30kg 以下 3,800 円

※詳しくはお問い合せ下さい。

　今年度、種子島中種子町観

光・物産ガイドブック『Appi
（あっぴー）』をリーニューア
ルしましたので、ピックアッ
プして紹介していきます。
　興味のある方は役場企画課
までお問い合せ下さい。
㉗ 1111（内線 231・301）

第５弾『黒糖づくり体験』（16~17 頁）
　「サトウキビづくりのメッカ・中種子町」

　サトウキビが多く育つ種子島。その種子島全島

のサトウキビ生産の半数を占めるのが中種子町で

す。この町では昔から黒糖づくりも盛んで、昭和

30年頃までは水車を利用した黒糖づくりをしてい

ました。その後機械化が進み、昔ながらの作り方

が体験できるのは、中種子ではこの伝承館を残す

のみになりました。

　事前予約（㉗ 3800）済みであれば、12月か

ら３月頃まで黒糖づくりが体験できます。

　上記の施設についてさらに詳しく紹介しており

ます。是非一度ご一読下さい。

　
中
種
子
の
お
土
産
③

　
地
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ま
る
お
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の
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し
み
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が
集
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久
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は
地
域
の
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と
今

を
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ぐ
。
伝
承
保
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し
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そ
は
、
懐
か
し
く
も
新
し
い
中
種

子
の
新
名
産
。
ご
賞
味
あ
れ
。

事
業
所
名
：
た
ね
が
し
ま
油
久
げ
ん
き
村

0997- ㉗
-1456

　

㉗

「子どもは未来、
すべては子どもたちとともに」
～この島でこそできる子育て支援～
■日時　８月 31 日（土）
　　　　午後１時～午後５時　
　　　　（開場午後０時 30 分）
■会場　西之表市民会館大ホール
第１部　午後１時 10 分～午後２時 50 分
基調講演　種子島の子育て環境
特別講演　子育てにとって大事なこと
招待講演　子育てが楽しくなるヒント
第２部　午後３時～午後４時 50 分
シンポジウム

『四葉の連携による切れ目ない子育て支援』
講演１　健康の支援（保健）
講演２　発達の支援（医療）
講演３　学習の支援（教育）
講演４　就労の支援（福祉）
特別企画　子育てＱ＆Ａ
◎お問い合わせ先
塩 野 義 製 薬 鹿 児 島 営 業 所
099-226-2442


